
『食農倫理学の長い旅』正誤表 
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（旧） 農倫理学は、人々が何を食べるべきか、あるいは何を食べたらよいかについて教導することを

目的とする分野ではない。［…］その規範的次元について、学術的な調査と検討を行うことを目的とす

る分野である。 

（新） 農倫理学は、人々が何を食べるべきか、あるいは何を食べたらよいかという食選択の単純な教

導に尽きる分野ではない。［…］その規範的次元がどのように発生するかについて、調査と考察を行う

分野である。 

 

訂正の背景 

現在の文面の場合、「食農倫理学は、何を食べるべきかという規範的な問いには関わらない」とも読めてしまうため、上記の

とおり訂正いたします。ここではあくまでも、食農倫理学は、私たちが何を食べればよいかについて教えてくれる分野ではな

い――例えば、ピーター・シンガーやトム・リーガンのように、ベジタリアンになることを勧めるだけが食農倫理学ではない――

という点の確認をしています。『食農倫理学の長い旅』の各章の構成は、いわゆる"良い食"とされているものについて（例：4

章に出てくる「ケージフリーの平飼いの卵」）、その"良さ"が、現場の状況から乖離した、単純なイメージとラベリングに流され

ているものではないかという顧慮を読者に求めるものとなっています（例：ケージフリーにすることで、序列確認のためのつつ

き行動や肉食動物からの害を受けることになる）。そのような一筋縄ではいかない状況を調査したうえで、”良い食”を考察す

る分野が食農倫理学だといえます。 

※明らかに誰かに責任がある、例えば、製造者による乳児用粉ミルクへの意図的な異物混入などについては、食農倫理学

の埒外であるということがあります。 

 


